
 

令和4年11月発行 

 今年度から「2学期制」を導入しています。今年度は10月17日（月）に後期始業式を行いました。「区切り」の

タイミングでは、これまでをふり返り、目標を手直ししたり、新しい目標を決めたりする良い機会であることを

話した後、子どもたちには次の4つの話をしました。 

①もっともっとあいさつをしよう…あいさつの苦手な人は会釈から、いつも頑張ってあいさつをする人はあ

いさつのリーダーに。それぞれ今の自分から１つレベルアップしよう。 

②友だちのことを考えよう…悪口を言われて悲しんでいる友だちがいたとして、自分ならその悪口をどう感じ

るかではなく、言われた友だちはどう思うだろうと想像することがやさしさであり、本当に心が強い人という

のは相手の気持ちを想像できる「優しい人」です。 

③コロナ対策をつづけよう…３つの「あ」の取組継続と、寒くなるけれども、しっかり換気をすること。 

④「真剣」に取り組もう…行動に気持ちがプラスされれば、さらに良い結果になります。授業で「めあて」を確認

してから始めるように、勉強も遊びも真剣にがんばろう。 
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5年フローティングスクール 

うみのこ乗船（大津港） 出港 湖上から陸を望む 琵琶湖環境学習 

県陸上記録会 

3年ＪＡＦ交通安全教室 

6年市陸上記録会 

１年校外学習(畜産センター) 



令和4年12月の行事予定と下校時刻 

日 曜 行事予定 １ ２ ３ ４ ５ ６ 日 曜 行事予定 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ 木 C C E E E E 16 金  A A A D D D 

２ 金  A A A D D D 17 土 土曜日事業 門松作り       

３ 土        18 日        

４ 日        19 月  A A A D D D 

５ 月 A A A D D D 20 火  C E E E E E 

６ 火 6年食に関する指導④ C E E E E E 21 水 道徳参観② A A A A A A 

７ 水 委員会 A A A A G G 22 木 C C C C C C 

８ 木  C C E E E E 23 金 終業日 H H H H H H 

９ 金  A A A D D D 24 土 冬季休業日（～1/9）       

10 土        25 日        

11 日        26 月         

12 月  A A A A A A 27 火         

13 火  C E E E E E 28 水        

14 水 クラブ⑥ A A A G G G 29 木        

15 木  C C E E E E 30 金        

31 土        

○1月の主な予定○ 

10日(火)始業日・全校集会 全校3時間授業 11日(水)給食開始 12日(木)～安全の日（避難訓練) 16日(月)校内

書き初め展(～27日) 18日(水)委員会 20日(金)本校入学説明会 23日(月)学校給食週間 学習参観 中学校入学 

25日(水)クラブ クラブ見学 26日(木)口座振替日   

◆あすなろアートカーニバルについて 

 11月26日（土）の本番に向けて、CS理

事さんとＰＴＡ役員さんでプール壁面の

塗装はがしをしていただきました。スク

レーパーや金づちがないと剥がれない

場所もあり、長時間に及ぶ作業になり

ました。役員の皆様、ありがとうございました。翌週には

CS理事さんを中心にさらに作業を進めていただきました。 

■後期「らくらく勉強会」 

 １０月２６日（水）に後期のらくらく

勉強会がスタートしました。支援員さん

にご協力をいただき、今年度は２月２４

日まで毎週水曜日・金曜日の開催です。

学力だけでなく、集中して学習に向かう

力がつくことを願っています。 

■道徳授業参観について 

 7月に予定していました「道徳授業参観」は新型コロナウイルス感染症

の第7波により中止とさせていただきました。12月21日(水)２校時に改め

て実施をさせていただきます。詳しくは改めてご案内いたしますが、参観

時間をお住いの地区により区切らせていただきますのでご協力をお願いし

ます。なお、今後の新型コロナウイルスの流行状況により再度中止をする

場合もありますのでご了承ください。 

■ふるさとを大切に■ 

左記のカーニバルや、5日の「広野フェス

タ」は本校独自の取組です。また、総合的な

学習の中でも「広野学習」に取り組んでいま

す。さまざまな地域の出身の方が多い本校に

おいて、子どもたちにはここをふるさととし

て大切にしてほしいという地域の願いから長

年続けてきた取組です。また本紙タイトルで

もある「ふるさとを大切にし未来をつくる学

校」は本校のスローガンでもあります。 


